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全国調査 地域調査 吟味調査 国際比較
    ○国民性準備調査（東京）X，Y型質問票
         ○質問理解度調査
○KS I○東京・大阪比較調査
         ○有識者調査
○KS II○青森∴鹿児島比較調査
         ○岐阜吟味調査
         ○学生調査





         ○岐阜パネル調査（面接と自記式の比較）
    ○県民性調査（鹿児島，山口，大阪，東京，岩手）
         ○岐阜パネル（4回，自記式）
         O○第1回ハワイ調査（日系人）
○KS V
    ○意識の基底構造調査（お化け調査）      ○フィリピン調査
    1（東京）g岐阜バネル（3回，面接）       （バギオ，ライオソズクラブ）
    O（米沢）○
    ○（東京）O東京杜会意識調査
          （面接と自記式の比較）
O KS VI              ○第2回ハワイ調査 O東南アジア学生調査（タイ，
                   （ホノルル市民）  マレーシア，シソガポール，
                             イソドネシア）
                  ○アメリカ本土調査 O日独仏自然観の国際比較調査
         ○岐阜バネル調査           O杜会的態度基底構造
         O（面接と自記式の比較）        O国際比較調査（東京）
                            ○日米大学生比較
                            ○杜会調査による国際比較
                            ○     （東京）
                            ○日仏データ分析
○KSW              O第3回ハワイ調査（ホノルル市民）
                            ○日・ハワイ・仏データ分析
    ○新しい価値意識の調査（関東地方，自記式）    O











































































































   日本人にこうした意見が多いこと，日系人も非日系人に比べてこうした意見の多いこと
   から日本人の特性ということが出来る．
 2．極端た表現が少い．
 3． リーダーシップ
   日本的リーダーシップの特色は人間関係の重視にある（集団のメインテナンス重視）．
 4．QOL調査に関連する意識の未分化
   QOL関連では，ポジティブ・ネガティブ・中問という風に意見の分れることは同じで
   も，日本人ではポジティブの中が領域別にあまり分れず未分化の傾向が強い．
 5．科学文明観
   一般的に科学文明に対してポジティブの態度を示すが，心の問題に関係してくると科学
   は踏み込み難いというネガティブた態度が多くなる．
 6． 自然観
   自然に対する神秘感と自然に手を加えること・人工の加わった自然の好みとは独立であ























































































        英国文化圏       ※ 大陸文化圏
図1．対象の連鎖．上端のブラジル日系人と下端のフランスは，ラテン文化の中にあるという点
   で類似し，日本起源とヨーロッパという点で異っている（林知己夫（1992），∫ね伽，7月
   号，p．13）．
234 統計数理 第40巻 第2号 1992
点で異った性格のものである．これを文化圏の鎖という．
 これを広げ，本文にも説明したところであるが，図1のように連鎖を組みあげている．
 質問での鎖もある．各国は各国固有の考え方・感じ方（考えの筋道）というものを持ってい
る．これがどこにでも通ずると考えると欠きた錯覚になってしまう．日本の特徴的た質問は日
本人らしさが抜け切らたいし，アメリカの特徴的な質問はアメリカらしさが抜け切らないし，フ
ランスの特徴的な質問はフランスらしさが抜け切らたい．これはこれでよい．このほか，高度
に工業化された国ではそれらに共通する質問が存在する．また人間の根源的なもの  喜怒哀
楽・好きたもの（快）はよいし，嫌いたもの（不快）はいやだという感情だと一はどこにも
通用するものである．こうした，相互に係わりあう質問群を含む調査票を用いて調査したけれ
ば同異の姿は描けたい．これを質問の鎖という．
 時間的経過は，時間の鎖とたる．時問的経過は，似ているところと異ってくるところを示す
から当然鎖となってくる．これは，各文化圏の人々に対する時系列調査によって明らかにたっ
てくる．
 CLAは，この三種の鎖を総称したものである．こうした立場から研究を進めてきているが，そ
の空間的拡がりは図1に示すところまできている．さらに，1992．1993年にイタリー，オラン
ダと鎖の輪が増大されることになっている．時間の鎖は日本人に対する35年間（5年おきに8
回の調査），ハワイでの5年おきの4回調査，アメリカの2回の調査（10年おき）である．
